




福井大学教育地域科学部 湊 七 雄
福井県教育研究所 牧 野 浩 之
子 どもの主体性 と創造性 を育むことのできる版画授業の実現を目指 し、福井大学教育地域科学部湊研
究室 と福井県教育研究所図画工作担当の共同研究 として、小学生を主たる対象 とした版画教材の開発に
取 り組んだ。
技術指導に偏 りやすい版画教材の傾向を踏まえ、低学年向けに開発 した 「いろいろペッタン」は、版
画の導人 ・基礎教育と位置づけた造形遊びの教材である。様々な幾何学形体や不定形に切断 し持 ち手を
つけた大小の木片や身の回 りの 日用品をスタンプにし紙に捺す事で、絵を構想 した り偶然の模様や形な
どから発想 した りするカの育成が可能 となった。中高学年向けの教材 「表現を楽 しむ木版画」は、下描
きの過程を簡略化させることで、彫 りと刷 りの過程を充実させることが可能 となった。
教材開発は子 どもの為だけでなく、版画教材の本質やおもしろさを教師が発見できる魅力 も兼ね備 え
ている。大学における技法研究 ・教材開発の実績 と教育研究所における現職教員研修のための教材開発
の実績を統合することで、教師教育教材としての発展性にも期待できることが分かった。










































と、版を彫る 「彫師」、摺 りを担当する 「摺師」の協業


































































































「版に表す表現」つま り、 「版を介 した表現」の面白
さは材料の質感により偶然できる表現の面白さである。
それは、子どもにとって人がコン トロール仕切れないも
1福 井 県 内 在 住 の 小 学 生
、 中 学 生 、 高 校 生 を対 象 と した大 規 模 な コ ン ク ー ル で 福 井 新 聞 社 が⊥ 催 す る。 例 年 多 数 の 応 募 が あ り、'F成23年度 の 第33回 を






























































⑤ カ リキュラム束縛型授業は、授業計画に盛 り込まれ
た授業 目標や内容の一字一句に縛 られて しまい、
「生きた授業」が実現されないケースを指す。また、








● 「閉じた題材」か ら 「開かれた題材」へ
「何を表現するか」 とい う問題は常に難 しく、曖昧に














































































誤 してもらうことを意図 し、様々な教員研修に使用 して
きた。






















こうした版画の可能性 をよく理解 した うえで、「彫 り直
す」、「刷 り直す」などの時間を確保することが重要であ
る。
図1教 材 ユニ ッ ト 「いろいろぺ ったん」のスタンプ
3福 井県教育研究所 にて平成23年度 よ り当時の研究員 野村 由香 里によ り開発 され 、図画工作科か ら中学校 美術 科、高等学校芸術科美術 ・工芸まで、
内容に よって体系化 した教材システム。ユニ ッ トシー ト(簡易指導案)、項 目表 、道具 ボ ックスなどか ら構成 され ている。
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小学校図画工作科における体系的な版画教材の研究開発



















































































に表現の広が りをもた らす可能性を感 じさせた。
平成26年度に再度湊が講師を務め研修を行った。ここ
では、図画工作科で伝統的に行われている木版画の課題
に正面か ら向き合 う必要を感 じ、木版画の指導に絞って
研修を行った。この研修で、すでに述べた下絵か ら転写
までの作業を簡略化 し、彫 りで絵作 りをする方法を紹介
した。
これまで、小学校で行われてきた木版画は、 ド絵制作、










て しまい、良い刷 りが一枚仕Eが ればその時点で刷 りが




































・版 画の題材 として、 どの ような ヒン トを児童 に投げ
かけた らよいのか。
・版 画にす る とよい もの(視 点)や 題材 について。
・白と黒の割 合は どの くらいが よいのか。
・版画 は2色で表現 され るので、 なかなか出来上 が り
のイメージをつかむ ことが難 しい。 インクをのせ る
前に、出来上が りのイメージをつかむために、何 か
よい方 法はないのか。
・彫刻刀 で どの ように彫 る と版 画に した ときにE手 く
表 現できるか。
・木版画で、小学生の場合、何本 ぐらいの彫刻刀 を使っ
て彫 り進 めれば よいのか。 また、彫刻刀 を使 い分け
る ときの基 準みたいな ものはあるのか教 えていただ
きたい。
・紙版 画の作 り方を詳 しく知 りたい。版 を作ってか ら
台紙 に貼るのか、台紙 に貼って しまえば よいのか。
・紙 だけではな く、いろんな材料 をつか うと面 白い版
ができるが、印刷 に手間がかかる。 その程度 を知 り
たい。
・きれいに刷 るには、 どの ように した らよいのか。







































する。 こうした活動 をとお して、「作業」ではなく
「創作」であることの意味を共有 したい。









で表現す る。(2)解釈 ・分析:自 分なりの解釈を

























・「発 注型授業」 とい うこ とが身 に しみ ま した。子 ど
もの創造 のつ ば さを広 げ られ る ような授業 を したい
と思 いま した。








略化 し、彫 りで絵作 りを行 う上記の技法について、動画





第4章 木版画の技法 彫 り ・刷 り
第5章 鑑賞 ・まとめ
福 井 県 教 育研 究 所 通 信 型研 修
http:11www.fhkui-c.edjp/～慣e /tuusinhp/tuusin.html
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教師自身が子どもの現状を感 じ取 り、思考 ・判断 し、







必要がある。 しか し一方で、教材や指導法は 「生き物」
であり、それ らが完成 したかのように思えてもメンテナ


























and Hiroyuki  MAKING
Teaching Method 
Fukui Prefecture
Printmaking education, arts and crafts,
of Printmaking Class in 
Institute of Education -





 The aim of this study is to realize teaching materials for printmaking class that can nurture school pupils' independence 
and creativity. The project was carried out as a joint study between Shichio MINATO, University of Fukui, Faculty of 
Education and Regional Studies, and Hiroyuki MAKINO, Fukui Prefecture Institute of Education. 
  Based on a principle of easy-to-understand guidance, and aimed at low-grade lementary school children, our woodblock 
print teaching materials, "Creative Stamping", provide a fun introduction to the basics of woodblock printing. Our materials 
cultivate our students' own natural talent of artistic expression through the creation of images using various geometrical 
shapes, large and small, regular and irregular, and also daily household items, which can be made into stamps and then 
transferred to paper. Moreover, our materials for the fourth to sixth grade pupils, "Enjoying Expression through Woodblock 
Printing", aim to further develop the skills involved in carving and stamping, using a simplified process of rough sketching. 
 The materials we have developed benefit not only children, but also have the appeal of sharing, through our processes, 
the true essence and enjoyment of printmaking. We also hope that our teaching materials can be incorporated into univer-
sity-level teacher education and research and produce real results in helping current instructors develop better educational 
processes and programs.
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